






要約 当施設の小児病棟において平成 4 年 4 月からスタートしたボランティア活動につい

て、付き添いの親へのアンケート調査を行い、28 名の母親から回答を得た。80%の母親は、

遊んでもらったり、勉強を見てもらうことで「ボランティアにより患児の闘病生活に好ま

しい影響がでている」と考えていた。一方付き添いの母親自身についても「精神的に余裕

ができ良い影響がでている」との答えが多かったものの(60%)、約半数の母親については

まだボランティア活動が十分に受け入れられていない状態でありさらに活動の内容を検討

していく必要があると考えられた。


